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関 口  聡 子 氏

日
本
紙
工
株
式
会
社

レ
ト
ロ
フ
ィ
ッ
ト
工
事
と
印
刷
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
導
入
で

生
産
・
品
質
の
向
上
と
社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
両
輪
強
化

　
1
9
2
0
年
創
立
、1
0
0
年
超
の
歴
史
を
誇
る
日
本
紙
工
株
式
会

社
は
、東
海
・関
西（
本
社
／
京
都
工
場
）・
九
州
の
3
事
業
部
と
営
業
拠

点
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
ぎ
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
主
体
に
企
画
・
設
計
か

ら
印
刷
・
加
工
ま
で
の
一
貫
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。近
年
は
機
械
の

長
期
使
用
に
よ
る
品
質
面
で
の
課
題
に
直
面
し
て
い
た
。そ
の
解
決
策

と
し
て
、レ
ト
ロ
フ
ィ
ッ
ト
工
事
に
よ
る
設
備
性
能
向
上
と
印
刷
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
人
材
育
成
を
同
時
に
推
進
。「
ハ
ー
ド
」
と「
ソ
フ

ト
」の
両
面
か
ら
、印
刷
品
質
の
安
定
化
と
安
定
供
給
を
図
り
、生
産
性

も
向
上
さ
せ
た
。
こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、関
口
聡
子
社
長
、製
造
第

一
課
課
長
代
理
の
竹
岡
悠
太
氏
、係
長
の
飯
村
拓
也
氏
に
お
聞
き
し
た
。

代表取締役社長

1
色
の
ズ
レ
が
全
体
に
影
響
し
、
品
質
の
ブ
レ

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
」 

と
語
る
。

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、関
口
社
長
は
こ
れ
ま

で
感
覚
に
頼
り
が
ち
だ
っ
た
色
や
品
質
の
状
態

を
数
値
で
共
有
で
き
る
よ
う
、〝
見
え
る
化
〞す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
判
断
し
、設
備
面
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
を
進
め
た
。
2
0
2
2
年
、京
都
工
場
で

は
、印
刷
機
に
P
D
C-

S
R（
分
光
式
色
調
管
理

装
置)

お
よ
び
P
Q
A-

S（
イ
ン
ラ
イ
ン
品
質
検

査
装
置)

を
新
規
搭
載
す
る
と
と
も
に
、フ
ィ
ー

ダ
ー
部
の
サ
ッ
カ
ー
を
最
新
構
成（
G
L
機
仕

様
）に
す
る
レ
ト
ロ
フ
ィ
ッ
ト
工
事
を
行
っ
た
。

一
方
で
、関
口
社
長
は 「
現
場
の
理
解
や
技
術

力
が
伴
わ
な
い
ま
ま
設
備
を
整
え
て
も
、安
定

品
質
は
実
現
で
き
な
い
」 と
考
え
、K
O
M
O
R
I

の
印
刷
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
併
せ
て
活
用
。
色
管

理
・
運
用
ス
キ
ル
の
底
上
げ
を
図
っ
た
。
導
入
後
、

関
口
社
長
は 「
ミ
ス
や
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
件
数

が
50
%
以
上
削
減
さ
れ
、製
造
予
定
が
組
み
や

す
く
な
り
ま
し
た
」 と
語
り
、飯
村
係
長
も 「
機

械
を
安
定
さ
せ
る
た
め
予
防
保
全
や
管
理
の
標

準
化
が
進
み
ま
し
た
」 と
話
す
。
ま
た
、他
部
門

と
研
修
内
容
や
活
用
方
法
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

共
通
言
語
が
生
ま
れ
、連
携
強
化
に
つ
な
が
っ
た
。

さ
ら
に
、関
口
社
長
が
経
営
者
と
し
て
大
き

な
変
化
を
感
じ
て
い
る
の
が
、オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
だ
。「
こ
れ
ま
で
感
覚
頼

り
だ
っ
た
色
管
理
が
、数
値
化
と
見
え
る
化
に

よ
り
、自
信
を
持
っ
て
作
業
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
感
じ
ま
す
。
指
導
や
顧
客
説
明
の
場
面
で

も
、現
場
が
自
信
を
持
っ
て
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」

 「
1
時
間
当
た
り
の
通
し
枚
数
が
8
%
向
上

（
昨
年
比
）」 と
い
う
、
生
産
性
改
善
が
実
現
し

た
。
飯
村
係
長
は 「
従
来
は
印
刷
を
止
め
て
濃

度
計
で
測
定
し
て
い
ま
し
た
が
、P
D
C-

S
R

に
よ
り
約
20
秒
で
管
理
が
可
能
に
な
り
、機
械

停
止
時
間
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
ま
し
た
」。
竹
岡

課
長
代
理
も 「
従
来
は
色
変
化
を
つ
か
み
き
れ

ず
後
手
対
応
で
し
た
が
、導
入
後
は
初
期
段
階

で
修
正
で
き
、品
質
の
安
定
性
が
向
上
し
ま
し

た
」 と
搭
載
効
果
を
話
す
。

P
Q
A-

S
は
、
不
適
合
品
の
正
確
な
発
見
に

大
き
く
貢
献
。
竹
岡
課
長
代
理
は 「
抜
き
取
り

検
査
で
は
、
数
枚
単
位
の
不
適
合
品
を
見
逃
す

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
全
品
検
査
が
確
実
に

行
え
、
後
工
程
へ
の
流
出
を
防
げ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」 と
話
す
。
飯
村
係
長
も 「
以
前
は

発
見
が
遅
れ
、
1
0
0
0
枚
以
上
印
刷
し
て
い

る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
導
入
後
は
2
0
0
枚
以

下
で
検
知
・
停
止
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」 

と
効
果
を
実
感
し
て
い
る
。
フ
ィ
ー
ダ
ー
部
の

サ
ッ
カ
ー
G
L
化
に
つ
い
て
飯
村
係
長
は 「
紙

の
カ
ー
ル
に
合
わ
せ
た
細
か
な
調
整
が
可
能
に

な
っ
た
こ
と
で
、
紙
詰
ま
り
や
停
止
と
い
っ
た

ト
ラ
ブ
ル
が
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
回
転

数
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」 と
話
す
。

運
用
面
で
は
、
印
刷
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ

る
ス
キ
ル
向
上
が
生
産
性
改
善
を
後
押
し
し
た
。

飯
村
係
長
は 「
カ
ラ
ー
印
刷
で
は
、刷
り
出

し
の
色
が
安
定
せ
ず
、特
に
新
規
案
件
で
は
ツ

ボ
キ
ー
調
整
も
整
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、手
探

り
で
対
応
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、印
刷
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
で
K
H
S
の
活
用
方
法
を
一
か
ら
学

び
、ツ
ボ
キ
ー
の
変
換
カ
ー
ブ
を
構
築
し
た
こ

と
で
、狙
い
通
り
の
色
を
1
度
で
出
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
準
備
時
間
も
45
分
以
上
か
ら

約
20
分
へ
と
大
幅
に
短
縮
し
ま
し
た
」 と
話
す
。

こ
う
し
た
レ
ト
ロ
フ
ィ
ッ
ト
工
事
と
運
用
改

善
の
取
り
組
み
は
京
都
工
場
に
と
ど
ま
ら
ず
、

同
時
期
に
東
海
事
業
部
や
九
州
事
業
部
で
も
進

め
ら
れ
て
お
り
、3
事
業
部
体
制
で
の
安
定
供

給
力
強
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

今
後
に
つ
い
て
、
関
口
社
長
は 「
全
社
で
の

改
革
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
予
防
保
全
文
化

を
高
度
化
し
、
設
備
面
で
は
計
画
的
な
修
繕
、

レ
ト
ロ
フ
ィ
ッ
ト
工
事
を
継
続
。
設
備
の
信
頼

性
向
上
と
生
産
効
率
の
最
適
化
を
図
る
と
共
に
、

運
用
面
で
は
標
準
化
と
デ
ー
タ
活
用
を
促
進
す

る
こ
と
で
、
再
現
性
の
高
い
生
産
体
制
を
構
築

し
て
い
き
ま
す
。
人
材
の
育
成
を
進
め
、
設
備
、

人
材
、
仕
組
み
の
三
位
一
体
で
、
3
事
業
所
で

B
C
P
や
環
境
対
応
を
推
進
。
さ
ら
に
信
頼
さ

れ
る
企
業
づ
く
り
を
進
め
ま
す
」 

と
語
っ
た
。

日
本
紙
工
㈱
の
特
徴
は
、
九
州
か
ら
東
海
エ

リ
ア
ま
で
を
カ
バ
ー
す
る
3
事
業
部
体
制
に
あ

り
、「
お
客
様
の
製
品
価
値
を
高
め
る
も
の
づ

く
り
が
使
命
」 

を
標
榜
し
て
い
る
。「
地
域
ご
と

に
異
な
る
商
品
特
性
や
感
覚
を
共
有
す
る
こ
と

で
、
提
案
力
を
高
め
、
デ
ザ
イ
ン
か
ら
構
造
設

計
ま
で
を
含
め
て
、一
丸
と
な
っ
て
お
客
様
に

対
応
し
て
い
ま
す
」 

と
関
口
社
長
は
語
る
。

一
方
で
、課
題
も
あ
っ
た
。「
K
O
M
O
R
I
機

で
統
一
し
て
い
て
も
、運
用
面
で
共
通
化
が
十
分

で
な
く
、緊
急
時
の
B
C
P（
事
業
継
続
計
画
）対

応
に
生
か
し
き
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

従
来
は
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
か
ら
原
因
を
探
る

後
手
の
対
応
が
多
く
、お
客
様
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」 と
関
口
社
長
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
同
社
は
、2
0
1
1
年

よ
り
予
防
保
全
の
仕
組
み
強
化
と
、5
S
の
徹

底
に
取
り
組
ん
で
き
た
。近
年
は
、全
社
製
造

会
議
や
工
程
別
の
交
流
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
定
期

的
に
実
施
し
、部
門
を
横
断
す
る
情
報
共
有
が

行
わ
れ
て
い
る
。ま
た
社
内
で
は
、自
主
保
全

士
の
資
格
取
得
に
取
り
組
む
な
ど
、保
全
人
材

の
育
成
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

さ
ら
に
課
題
を
全
社
で
共
有
し
、対
応
力

を
高
め
る
た
め
、色
管
理
や
設
備
運
用
、標
準

化
の
進
め
方
を
現
場
で
支
援
す
る
、
K
O
M
O

R
I
の
印
刷
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
活
用
。
現
在

は
、現
場
の
困
り
ご
と
や
工
夫
を
共
有
し
な
が

ら
改
善
を
進
め
る
文
化
が
定
着
し
、拠
点
を
越

え
た
知
見
共
有
が
進
ん
で
い
る
。

近
年
は
印
刷
機
の
長
期
使
用
に
伴
い
、
品
質

や
供
給
の
安
定
性
を
維
持
す
る
う
え
で
の
課
題

が
顕
在
化
し
、
現
場
か
ら
は
安
定
品
質
を
求
め

る
声
が
強
ま
っ
て
い
た
。

竹
岡
課
長
代
理
は 「
最
も
多
か
っ
た
の
は
色

ム
ラ
で
す
。
特
に
カ
ラ
ー
の
掛
け
合
わ
せ
で
は

通
し
枚
数
8
%
向
上

現
場
改
革
の
成
果

事
業
部
体
制
を
生
か
す

連
携
強
化
へ
の
転
換

機
械
性
能
の
向
上
と

運
用
ス
キ
ル
の
体
系
的
強
化

次
の
成
長
戦
略

「
人
・
デ
ー
タ
・
環
境
」

KYOTO

レトロフィット工事したPDC-SR。
「濃度管理に加えて、ドットゲイン
カーブやΔE、Lab値を即座に把握
できるようになりました。これまで感
覚に頼っていた色の判断も、数値で
確認できるようになり、目視とΔE3
以内に収める運用の目安が非常に
分かりやすくなりました」（飯村係長）

レトロフィット工事したPQA-S。
「不適合品を見逃さないよう、神
経を張り詰めて確認する必要が
ありましたが、人間には限界があ
ります。PQA-Sという“機械の目”
が加わることで、見逃しを補完し
てくれる。現場にとって非常に心
強い存在です」（竹岡課長代理）

印刷コンサルタントの様子。工程別交流
ミーティングでは、京都・東海・九州の3事
業所が定期的に集まり、まずは現場同士
で困りごとや改善事例を共有し、自分たち
で課題整理を行っている。そのうえで判
断が難しい点や再現性の確保が必要な
部分については、印刷コンサルタントを活
用し、現場主導での解決につなげている。

本社 / 京都府京都市南区久世上久世町346
https://www.nihonshiko.co.jp/

TEL / 075-932-4811日本紙工京都工場の皆さま

「KOMORIは単なる設備メーカーではなく、会社
 全体を見据えたフォローやアドバイス、教育まで
 を含めてベストパートナーです」

◀インタビュー動画はこちら
https://go.komori.com/op225/youtube/nihonshiko/

製造第一課 係長
飯村 拓也 氏
「標準化管理の取り組みは、自分
たちで始めていました。印刷コンサ
ルタントで、その成否を検証できた
ことも価値として大きかったです」

製造第一課 課長代理
竹岡 悠太 氏
「クレーム件数や損紙の削減、稼
働時間の短縮に加え、フィーダー
ストップやチョコ停の減少など、多
角的な面で効果が表れています」


